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第１ 落札者決定基準の位置づけ  

この落札者決定基準は、鳥取県（以下「県」という。)が、民間資金等の活用による公

共施設等の整備等の促進に関する法律（平成 11 年法律第 117 号。以下「PFI 法」とい

う。）に基づき特定事業として選定した鳥取県立美術館（仮称）整備運営事業（以下「本

事業」という。）を実施する民間事業者（以下「事業者」という。）の募集・選定を行う

に際し、入札説明書と一体のものである。 

また、本書は落札者を決定するにあたって、最も優れた提案者を選定するための方法及

び評価基準等を示したものである。 
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第２ 落札者の決定方法 

１ 落札者決定までの審査手順の概要 

本事業における事業者の選定は、入札価格に加え、施設や整備の性能、維持管理及び運

営における業務遂行能力、事業計画の妥当性等を総合的に評価する総合評価一般競争入札

方式により、次の手順で実施する。 

また、本事業では、事業者と連携しながら基本計画の実現を目指すことから、事業者の

選定に際しても、事業者の広範囲かつ高度な能力やノウハウを期待するところである。し

たがって、県の想定を超えて積極的な提案を行う者については、基本計画の実現可能性を

踏まえたうえで評価していく方針である。 

 

■入札参加資格の確認 

 

 

 

 

 

■提案審査 
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２ 入札参加資格審査 

県は、入札参加者から提出される入札参加資格審査に関する書類をもとに、入札参加者

が満たすべき参加資格要件について確認する。その結果、入札参加資格を満たさない場合

は失格とする。 

 

３ 提案審査 

（１）入札提案書類の確認 

県は、入札参加者に求めた入札提案に関する提案書類がすべて揃っていることを確認す

る。その結果、提出書類の不備の場合は失格とする。 

 

（２）入札価格の確認 

県は、入札書に記載された入札価格が予定価格を超えてないことを確認する。その結

果、入札価格が予定価格を超える場合は失格とする。 

 

（３）基礎審査 

県は、事業提案内容がすべての要求水準を満たしていることを確認する。その結果、提

案内容が要求水準を満たしていない場合は失格とする。 

 

（４）県民参加型公開プレゼンテーション 

県民参加型の公開プレゼンテーションを実施する。 

 

（５）加点審査・価格審査 

  ①加点審査 

   審査会は、入札参加者から提出された提案書類の各様式に記載された内容について審

査を行い、評価項目ごとに得点を付与する。 

  ②価格審査 

   審査会は、入札参加者から提出された入札書に記載された金額について審査を行い、

得点を付与する。 

 

（６）総合評価及び最優秀提案の選定 

  審査会は、加点審査点及び価格審査点の合計点を総合評価点とし、総合評価点の最も高

い提案を最優秀提案として選定する。 
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総合評価点の最も高い提案が２以上ある場合は、加点審査点が最も高い提案を最優秀提

案として選定する。 

加点審査点が同点の場合、「４加点審査項目の評価項目及び配点等」における「（１）

事業全般に関する事項」の点数が高い提案を最優秀提案として選定する。 

 

（７）落札者の決定 

  県は、審査会の選定結果を踏まえ、落札者を決定する。 
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第３ 提案審査における点数化方法等 
 

１ 提案審査の配点 

 審査項目（大項目） 配点 

加点審査 ●点 

 （１）事業全般に関する事項 ●点 

（２）経営管理に関する事項 ●点 

（３）設計・建設業務に関する事項 ●点 

（４）維持管理業務に関する事項 ●点 

（５）運営業務に関する事項 ●点 

（６）附帯事業に関する事項 ●点 

（７）特筆すべき提案に関する事項 ●点 

価格審査 ●点 

合計 ●点 

 

２ 加点審査の評価方法 

（１）加点審査の項目及び配点 

 加点審査の項目及び配点は、「４ 加点審査の項目及び配点」のとおりとする。 

 

（２）加点審査項目の評価基準 

加点審査項目を評価する際は、以下の評価基準に基づき実施し、各項目の評価点を算

出する。得点化に当たっては、小数点第３位以下を四捨五入し、小数点第２位までとす

る。 

〈４段階の場合〉 

評価 内容 評価点（例） 

A 非常に優れている 各項目の配点×1.00 

B 優れている 各項目の配点×0.60 

C 要求水準を上回ることが確実と見込まれる 各項目の配点×0.30 

D 要求水準を満たす程度であり、特に優れた提案はない 各項目の配点×0.00 

 

〈５段階の場合〉 

評価 内容 評価点（例） 

A 非常に優れている 各項目の配点×1.00 

B 優れている 各項目の配点×0.75 

C やや優れている 各項目の配点×0.50 

D 要求水準を上回ることが確実と見込まれる 各項目の配点×0.25 

E 要求水準を満たす程度であり、特に優れた提案はない 各項目の配点×0.00 

 

（３）価格審査の得点化方法 

入札参加者によって投じられた入札額については、以下の方法で得点化する。得点化

に当たっては、小数点第３位以下を四捨五入し、小数点第２位までとする。 

 

 

  

 

価格審査点 ＝ 価格審査点の満点×（１－当該入札額／予定価格） 
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（４）最優秀提案者の選定  

審査員の平均点をもって最も総合評価点が高かった者を最優秀提案者として選定する。 

 

 

  

 

  

 

総合評価点 ＝ 加点審査点＋価格審査点    
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第４ 加点審査項目の評価項目及び配点等 

 

（１）事業全般に関する事項 

評価項目 評価の主な視点 配点 主な様式 

      ●点  

        

 

（２）経営管理に関する事項 

評価項目 評価の主な視点 配点 主な様式 

      ●点  

     

 

（３）設計・建設業務に関する事項 

評価項目 評価の主な視点 配点 主な様式 

      ●点  

     

 

（４）維持管理業務に関する事項 

評価項目 評価の主な視点 配点 主な様式 

      ●点  

     

 

（５）運営業務に関する事項 

評価項目 評価の主な視点 配点 主な様式 

      ●点  

     

 

（６）附帯事業に関する事項 

評価項目 評価の主な視点 配点 主な様式 

      ●点  

     

 

（７）特筆すべき提案に関する事項 

評価項目 評価の主な視点 配点 主な様式 

      ●点  

     
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